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回社会保障審議会児童部会
会的養護専門委員会提出資料

資料 1-1

平成20年度社会的養護における施設ケアに関する
実態調査 (タイムスタディ調査)概況

1.タイムスタディ調査について

①調査対象施設数

0児童養護施設     21か所
0乳児院         4か 所(平成19年度調査と合わせて6か所)
O情緒障害児短期治療施設 3か所
0児童自立支援施設    2か 所
O母子生活支援施設    4か所

②調査対象施設の選定条件等
調査対象施設の選定については、施設種別ごとに職員配置等の条件で抽出
を行つたリストの中からヽ 各施設協議会より推薦を受けた施設のうち、調査の
協力が得られた施設とした。

腋 曇配僣
=

ケア彬憾 対象ケア雌位数 婦負権 2● || 総児■ 数

入所率高い(30%以上)
手厚い配置

大舎 1か所

小舎・1ヽ規模 2ケア単位 2か所 20りに

ll 38人

職員配置等 ケア形継 対象ケア最位鍛 対象施設数 総児童敗

入所率高い(60%以上)
手厚い配置

夫婦制 1ケア単位 1か所 12人

交代制 1ケア単位(察舎) 1か所 12人

2か所

0児童自立支援施設

※
:秀真墨表拿ダニ1免鉾鶏ま質1携17喜稿雲鶴登ヒじ三:か

ら、ケアを行う職員・対象児童の

入所軍高い(70%以上)
手厚い配置
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③調査の概要                                ・

本調査は、「施設職員の業務量調査(1分間タイムスタディ調査)」と「入所児童の状態調査
(アセスメント調査・突発事象等調査)」の二つの調査により構成される。
1)施設職員の業務量調査(1分間タイムスタディ調査)
・入所児童に対し、どのようなケアを、どのくらい(時間)、 施設職員が提供しているのかを‐
  数目的に把握する目的で実施する調蚕:~~~‐

~｀ ~~  ~       ―一  ―

・調査は、児童を日常的にケアする職員が行う2日間タイムスタディ調査(他計式)と、児童を
日常的にケアする職員以外が行う7日間タイムスタディ調査(自計式)の二つを実施.

2)入所児童の状態調査(アセスメント調査・突発事象等調査)
・入所児童一人ひとりの心身の状態や突発事象等を把握する目的で実施する調査。
。調査は、調査対象とする児童一人ひとりに対して行うアセスメント調査と、突発事象等調査の
二つを実施。

2.グループインタビューについて

①グループインタビューの内容と目的
`タイムスタディ調査の実施後に、調査時に、調査対象施設において調査員となつておりも
日常的に児童への直接的なケアに従事している職員を対象とし、調査当時の児童の状態と
ケア時間・内容についてのグループインタビュー調査を実施。
・グループインタビューの目的は、児童の臨床像とケア時間の多寡との関連性をグループ
インタビユーを通じて明確にすることである。

タイムスタディについて

篭舞Z翻、る損場で|卜とぅぃ謝動が、「どのような子ども同、
「どのようなケプをJ「どのくらい(時間)」提供しているのかを明らかにすることを
目的とした方法  1

平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査(タイムスタディ調査)で :よ、
Or子どもの状態」の違いによるケア内容別ケア時間の差、傾向
Or職員構成」の違いによるケア内容別ケア時間の差、傾向
Orケア形態」の違いによるケア内容別ケア時間の差、傾向   などについて分析

子どものよ態
(アセスメント)
.    .  1.ヽ

0子どものキ齢 .

8驚経雅 ぁ1微 :

0疾患。障害の状況
0発違・発育わ状況 .

ケア内容

0日常生活の支援
0指導。相談
0専門的なケア
0ソーシャルワーク
(家族への支援や関係
機関との連携:調整)
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タイムスタディ調査結果分析の視点

タイムスタディ調査を通じて、社会的養護施設における現状のケアの
提供量(X子どもの年齢:状態)について、定量的な把握を行う

子どもの年齢や状態に応じた

適切なケアの提供量を分析。検討

人員配置基準の引き上げや

措置費の算定基準等の見直しを

含めたケアの改善

今回の集計項目(ポイント)

孟裳胡篠昌暫
『
塁 )・

家庭状況の違いによる子ども一人あ|リケ
アの提供量の

i   鰐鯰攪曾[地顧:厄∬警
1[腎需身拒謗i「まま二
人あたリケアの提竺量?比較

・ケア時間業務分類別
・ケア時間時間帯別  等               _

ケ
万彰鷲幕昇髪舅

事の手厚
,別
による手ども‐人あたリケアの提供量の比較

・時間階級区分別児童数
・ケア時間業務分類別
・ケァ時間時間帯別  等

※ ケアの負担感(身体的負担感・精神的負担感)については、集計中

-5-



児童に祖数の■員が同時にケアを
行つた場合

複数の児童に職員が同時にケアを

行つた場合

タイムスタディ調査における子ども一人あたりのケア時間(1)

員なる機数のケアを複数の児童に
薇員が同時にケアを行つた場合

已
色x
`呈

き
児童A 児

書
B  児量A戦

s昌き

児童B

鳳Y
nt[O-^t'lr{.r7nB .

=EriE*tfsnFxoiTHF
+lElAEttf 6tlAY otv$n

タイムスタディ調査における子ども二人あたりのケア時間(2)

調査の種類

―日換算    7日 ロタイ4スタデイ田査
(自計式調査)

,鰊ツ
扮 T腎職凛
lκ医
署饉籠署
椰     ‐

(事務職覆によるケア時間含む)

子ども…人一日あたリケア時間

:3L抒事薔め主日淵`Rf:■ riャ I,iヽ■1
4.'入需:担所笠饉い

'。

1ヽ「■●しヽ 蹴7●

|じ戯 囁武ヨぎ
=葦
麟1燃|II11や !ヽ

戦隠静脳贈激

業
構
分
類
別
の
ケ
ア
時
間
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タイムスタディ調査結果(ポイント)

4 現時点で集計できたタィムスタディ集計結果について、子どもの状態別に、
子ども一人あたり総ケア時間/日について、基準値と比べ、統計的に有意
差のみられた結果(2集団間に差があるかないかについて、平均値の差の
検定(t検定)を用いて統計処理を実施)及び施設種別ごとあ概況につし`て、
グラフで表記

【子どもの状態等編】結果(養護)①

年齢別子ども一人あたリケア時間/日 (児童養護施設
□
＞
軸

1農～2晟    2織 -3議   3蔵～5餞
朱属     栞清     余属

n=l         n=3       n=20

5n-7戴    7颯 -9,  9n-12餃
楽層     未講    未満

n=47      n=52      n=77

12臓～15織  15黛～16魚   18菫 以上
朱清     未満

n=95       n=66      n'13

★:基準値

。年齢が高くなるにつれて、子ども一人あたリケア時間が短くなっているが、「18歳以上」でのみ

「15歳～18歳未満」より長くなっている。
※「1歳～2歳未満」、「2歳～3歳未満」、「3歳～5歳未満」、「5歳～7歳未満」の方が、「9歳～12歳未満Jに比べ、
子ども一人あたリケア時間が長くなっている(1バーセント水準で有意).
※「15歳～18歳未満」の方が、「9歳～12歳未満」に比べ、ケア時間が短くなっている(1パーセント水準で有意)。

*Ⅲ Ⅲ ～ 196水準て有意
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【子どもの状態等編】結果(養護)②

1-3か 月    3-6か 月    6か 月-     1-2年      2～ 5年
末議      余膚     1年 未・H     未癌      未満

n=5        n=23        n=47        n=47        n=101

満麻
　
　
耐

か 5～ 0年     8年 以上
未満

n=74       nt74

★:基準値

。「1か月未満 (Fl)」を除き、入所期間が短いほど(入所後間もないほど)、 ケア時間が長い

傾向にある。

※入所期間が「1～ 3か月未満」の方が、「2～ 5年未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつて

いる(196水準で有意).

※「8年以上」の方力ヽ「2～ 5年未満Jに比べ、子ども一人あたリケア時間が短くなっている(10%水準で

有意傾向)。

ⅢⅢⅢ … 1%水準で有意   * ～10%水準で有意傾向

入所期間別子ども一人あたリケア時間/日 (児童養護施設)

【子どもの状態等編】結果(養護)③     ́       `
家庭復帰の見通し状況別子ども一人あたリケア時間/回日

家庭復帰の     当面の家屁復      家庭複帰国‖
見込み有り     帰の■込みは     又は見通し無し

ないが、復帰に
向け諷壺中

保tEEが いない,

n=13             o=4n=129             n=176

★ :基準値

※r判断困難」の方が、「家庭復帰の見込み有り」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている

(50/6水準で有意)。

(児童養護施設)
単位 :分

ⅢⅢ ～ 5%水準て有浄
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【子どもの状態等編】結果(養護)④
身体、発育の状態別(体重)子ども一人あたリケア時間/日

(児童養護施設) ※就学前児童のみ

単位 :分

蹴fれ ′ゼ4′学 牛パ学ル バ:11キルT′鼈"レ
n■5   n=4    nヽ 12    n=27 .  n司 9   n=5

★:基準値

※体重が、「90バーセンタイル以上 (とても多い)の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)」に比べ、
子ども一人あたリケア時間が長くなつている(10%水準で有意傾向)。

* ～10%水準で有意傾向

●乳幼児身体発盲曲朧による分用
(体■)
ンく―センタイル未満   ～ かなり少ない
3-10/t―センタイル未満 ～ とても少ない
10-25パ ーセンタイル来富 ～ やや少ない

;:二諦ヒtじ,1;:案碧1軍無露蜜
902く一センタイル以上   ～とでも多い

【子どもの状態等編】結果(養護)⑤
情緒・行動上の特徴のレベル別子ども一人あたリケア時間/日

(児童養護施設)
就学前児童 就学後児童

籠囲内
lSDより
上

n=21           n=38           n=8                n=62           n=196          n=49

★:基準位

・情結・行動上の特徴の合計点数が少ないほど、子ども一人あたリケア時間が短くなつている。
※就学後児童では、「lsDより下」の方が、「lsDの範囲内Jこ比べ、子ども一人あたリケア時間が短く
なつている(196水準て有意).

Ⅲ十■ ～ 1%水準で有意

け得点が lSDより下  ～ 標準より11綺・4テ鶴上の間EEが少ない
点がlSpの 範囲内 ～ 編率範囲

計得点がlSOより上  ～ 標準より情綺・1テ勁上の問題が多い

陶
醐
下
酬
愴

仙
醐
上
針
‐Ｓ

童

の
内

鵬
０
田

台
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【子どもの状態等編】結果(養護)⑥
被虐待体験の有無別子ども一人あたリケア時間/

(児童養護施設)

J

★:基準値

※校慮待体験「疑い有り」の方が、「無し」に比べ、子ども―人あたリケア時間が長くなっている (1%水準で

有意)。

十■十 ～ 1%水準で有意

回
日

【子どもの状態等編】結果(養護)⑦
家族べの支援の有無別子ども下人あたリケア時間

(児童養護施設)
回
刈

★:基準値

。家族への支援「有り」の方が、子ども一人あたリケア時間が長くなっている。

※家族への支援「有り」の方が、「無し」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている(1%水準で

有意)。

■,■ ～ 1%水準で有意
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【子どもの状態等編】結果(養護)③                装P14

「不適切な養育を受けた子どもの行動チェックリスト(就学後児童)」
の評価レベル別子ども一人あたリケア時間/日 (児童養護施設)

カツトオフ籠以上

n=56     ※ヵットォフ直を60.5とした

★:薔率饉

。専門的なケアを要する状態にある方が、子ども一人あたリケテ時間が長くなっている。
※「カットオフ値以上Jの方が、「カットオフ値未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている
(1%水準で有意).

ⅢⅢⅢ … 1%水準て有着

ットオフ値 ～ 専目的なケアを要す
～ 専門的なケアを夏する状餞

カットオフは未濱

n=251

【子どもの状態等編】結果(養護)⑨                表P15
ケアニーズの充足状況に関する評価別子ども一人あたり

ケア時間/日 (児童養護施設 )

充足されて
いる

n=23

ことんど
充足されて
いる

n=129

あまり            充足されて
充足されて          いない
いない          .
n=194         n=21  ★:基準値

※ケアニーズが「ほとんど充足されているJの方が、「充足されている」に比べ、子ども一人あたリケア時間
が長くなっている(10%水準で有意傾向)。
※ケアニーズが「充足されていない」の方が、「充足されているJに比べ、子ども一人あたリケア時間が長く
なつている(10%水準で有意傾向)。

～ 1096水 準で有意傾向

当賊児童のケアニーズがどの組魔充足されているのかに
て`、現状の構員数、施設状況驚 いったサービス提供
上の制約がないものと仮定し
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【子どもの状態等編】結果(乳児)①
家庭復帰の見通し状況別子ども一人あたリケア時

(乳児院)

回
用
　
師

間

家底復帰の      当面の
=盛
壼     =島 慎帰困難      判断田‖

見込み有り      帰の見込みは     又は見通し無し
ないが、復悧=
向け‖壺中

n=11             ●・ 9             n=28             n・ 7

颯(主たる

保臓書がいない)

向

★ :書準値

。「家庭復帰困難又は見通し無しJが、子ども一人あたリケア時間が最も長くなつている。

X「家庭復帰困難又は見通し無し」の方が、「家庭復帰の見込み有り」に比べ、子ども一人あたリケア時間が

長くなつている(10%水準で有意傾向)。

中 -1096水 準で有量傾向

【子どもの状態等編】結果(乳児)②
出生時体重別子ども一人あたリケア時間/日

(手L児院) ※就学前児童のみ

単位:分

25-75        75‐ 90    00′ ゆ
'イ

ル
パーセンタイル    バーヤンタイル     以上
未満        未満
n=28      n=5     n=5  ★:基準値

表P22

3パーセンタイル    3-10      10-25
未満     パーセンタィル   バーセンタイル
・        楽演       未満
n,7         n=3           n=4

・出生時体重が標準範囲より少ない方が、子ども一人あたリケア時間が長くなつている。

※出生体重が、「3バーセンタイル未満くかなり少ない)」の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)」に

比べ、子ども―人あたリケア時間が長くなっている(596水準で有意).

※『10～ 25パーセンタイル未満くやや少ない)」の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)Jに比べ、

子ども一人ケア時間が長くなつている(10%水準で有意傾向)

■十 -5%水 準で有意  ■ ～10%水準で有意傾向

◆乳幼児身体発育曲線による分類
3バ
=セ
ンタイル未満   ― かなり少ない

3～ 10パーセンタイル未満 ～ とても少ない
10～25パーゼンタィル未満 ん やゃ少ない
25-75パーセンタイル未満 ～ 標準範囲
75～ 90パーセンタイルホ溝 ～ やや多い
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【子どもの状態等編】結果(手L児 )③

早産(在胎36週未満)の有無別
子ども一人あたリケア時間/日 (手L児院) 単位:分

螂珈　闘

早
“

早産ではない

n=38

租
　
　
高

★ :基準値

。「早産 (在胎36週未満 )」の方が、子ども一人あたリケア時間が長くなつている。
※「早産(在胎35週未満)」の方が、「早産ではない」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている
(1%水準で有意).

ⅢⅢⅢ ～ 196水準で有言

【子どもの状態等編】結果(早L児 )④
哺手L口離乳食等の形態別子ども一人あたリケア時間

(乳児院)

ミルクに加え
離軋食を開始
している

n=15

★:基準値

・哺乳・離乳食等の形態が、「ミルクに加え離乳食を開始している」が、子ども一人あたリケア

時間が最も長くなっている。
※哺乳・離手L食の形態が、「ミルクに加え離乳食を開始している」の方が、「離乳食は完了した(幼児食)」より、
子ども一人あたリケア時間が長くなつている(5%水準て有意)。

■十 ～ 5%水準で有意                   .

回
湘
　
〕

.離撃t食は完7
した (幼児童,

n=23
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【子どもの状態等編】結果(手L児 )⑤
身体、発育の状態別(身長)子ども一人あたリケア時間/日

(乳児院) ※就学前児童のみ

単位:分

3パーセンタイル     3-10       10-25       25-75       75-oo    00パ ーセンタイル
楽膚     バーセンタイル   バーセンタイル   バーセンタイル    バーセンタイル     以上

余講       未膚       未満        朱凛
n=13     n=13      n=11     1・ 12      ntt     n=3 ★:基準値

・身長が、「75ん 90パーセンタイル未満(やや高い)Jが、子ども一人あたリケア時間が最も短く

なっている。

※身長が、「75～ 90パーセンタイル未満(やや高い)の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)」に比べ、

子ども一人あたリケア時間が短くなっている(1%水準で有意)。

ⅢⅢⅢ ～ 1%水準で有意

◆乳幼児身体発盲曲線による分頭
(身長)
3バーセンタイルホ■   ～ かなりにい
3-10パーセンタイル未満 ～ とても低い
:0～ 25パーセンタイルホ膚 ～ ややはい
21～ 75パーセンタイル未満 ～ 棒率椰日
75-90パーセンタイル未満 ― やや高い
90パーセンタイル以上   ～ とてもHtt

【子どもの状態等編】結果(乳児)⑥
発達指数別子ども一人あたリケア時間/日

(乳児院)
単位:分

205

00以上           70‐ 71           50-00            50宋 層

(■常籠日)         (境 界嬌)          (韓 度)          (中 菫魔)

★:基準値

。発達指数が「境界域」の方が、子ども一人あたリケア時間が短くなっている。

※発達指数がr70～70(境界域)」の方が、「80以上く正常範囲)」に比べ、子ども一人あたリケア時間が短く

なつている(10%水準で有意傾向)。

中 ～10%水準で有意傾向
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【子どもの状態等編】結果(情短)①
年齢別子ども一人あたリケア時間/日
(情緒障害児短期治療施設)

単位:分

未層          未満          朱舞          未満

n=3               nt5              nt12              n=15               n=3

★:薔準値

。「12歳～15歳未満」が子ども一人あたリケア時Falが最も短くなっている。
※「12歳～15歳未満」の方が、「15歳～18歳未満Jに比べ、1僻水準で子ども一人あたリケア時間が短く
なっている(10%水準で有意傾向)。

中 ～1096水準で有意傾向

【子どもの状態等編】結果(情短)②

男女別子ども一人あたリケア時間/日
(情緒障害児短期治療施設 )

勇

　

〓２

女

n=16

★:基準値

・「女児」の方が「男児」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている。
※「女児」の方が、「男児」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている(10%水準で有意傾向)。

Ⅲ ～10%水準で有意傾向
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【子どもの状態等編】結果(情短)③
家庭復帰の見通し状況別子ども一人あたリケア時間/日

(情緒障害児短期治療施設)

家庭lE帰の      当面の申底復     家庭慎撮田

“

      判断日ll
見込み有り      帰の見込みは     又は見通し無し

ないが、復帰に
向け口壺中

n=8             n=13             n=16             n=0

曖(主たる
保饉者がいない)

n=1

★:基準値

。「家庭復帰困難又は見通し無し」が、子ども一人あたリケア時間が最も長くなつている。

※『家庭復帰困難又は見通し無じJの方が、「家庭復帰の見込み有りJに比べ、子ども一人あたリケ7時間が

長くなつている(10%水準で有意傾向)。

■ ～1096水準で有意傾向

単位 :分

173

【子どもの状態等編】結果(情短)④

情緒・行動上の特徴のレベル別子ども一人あたリケア時間/日
(情緒障害児短期治療施設)

単位 :分

合ll得点が
lSDより下

n=3

が

臨̈
ｍ
硼

合

¨̈
　南 ★:基準値

・情結・行動上の特徴の問題が多い方が、子ども一人あたリケア時間が高くなっている。

※情緒:行動上の特徴の合計得点が、「合計得点lSDより上Jの方が、「lSDの範囲内Jに比べ、子ども
一人あたリケ7時間が長くなっている(1%水準で有意)。

～ 格率より11縮・1予勁上の問題が少ない
～ 標準範囲

が,SOよ り上  ～ 標準より情緒・行動上の問題が多い十■十 ～ 1%水準で有意
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【子どもの状態等編】結果(情短)⑤               印
家族への支援の有無別子ども二人あたリケア時間/日

(情緒障害児短期治療施設)

有リ

n=28

IL
n=1 0

★:基準値

・家族への支援「有り」の方が、子ども一人あたリケア時間が長くなつている。
※家族への支援「有り」の方が、「無し」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている〈5●/6水準で
有意)。

ⅢⅢ … 596水準で有意

支援の有無

る面1■や家庭訪間など権機的な
饉

単位 :分

【子どもの状態等編】結果(情短)⑥                表P46
「不適切な養育を受けた子どもの行動チェックリスト(就学後児童)」

の評価レベル別子ども一人あたリケア時間/日
(情緒障害児短期治療施設)

カットオフ贅以上

n=11
※カットオフ値を605とした

★:基準値

・専門的なケアを要する状態にある方が、子ども一人あたリケア時間が長くなっている。
※「カットオフ値以上Jの方が、「カットォフ値未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている
(1%水準で有念)。                         、

十十
“
 ‐ 1%水準て有意

フ饉 ～ 尋『 1的

「

●クアこ晏ず 0かどうか
`フ値以上 ～ 専門的なケアを要する状鵬

カットオフla余満

n=27
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【子どもの状態等編】結果(自立)①

親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況別
子ども一人あたリケア時間/日 (児童自立支援施設)

鳳の■■にEIする閻E              uO贅 官に関する間II
及び保E●対応の目               及び保ll書対んの困
難きの状況の項目に              ■きの状曖の項目に
有りが2つ以下                 有りが3つ以上

口=16                 n=6          
★:基準位

・親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さがある方が、子ども―人あたリケア時間が

長くなっている。
※「親の養育に関する問題及び保圧者対応の困難さの状況の項目に有りが3つ以上」の方が、「親の養育

に関する問題及び保EE者対応の困難きの状況の項目に有りが2つ以下Jに比べ、子ども一人あたリケア

時間が長くなつている(10%水準で有意傾向)。

中 ～1096水 準で有意傾向

uO贅官に関する間II
及び保ll書対んの困
■きの状曖の項目に

有りが3つ以上

【子どもの状態等編】結果(自立)②

知能指数別子ども一人あたリケア時間/日
(児童自立支援施設 )

00以上         ・  70-7●           50～ 60           50ホ ■

(正常籠目)          (境 界崚)          (経 慶)           (中 ■度)

n=1l                  n=7                  ●=3                 o=22

★:書準位

・知能指数が「70～ 79(境界域)」 力く、子ども一人あたリケア時間が最も長くなっている.

※知能指数が「70～ 79(境界域)」 の方が、「80以上(正常範囲)」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長く

なっている(5%水準で有意)。

*■ ～ 596水準で有意

単位 :分
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【子どもの状態等編】結果(自立)③
定期的な通院の有無別子ども一人あたリケア時間/

(児童自立支援施設 )
国
ト

利
当

無
　
”

★ :基準饉

・定期的な通院「有り」の方が、子ども一人あたリケア時間が短くなっている。
※定期的な「有り」の方が、「無し」に比べ、子ども一人あたリケア時間が短くなっている(1%水準で
有意)。

Ⅲ■Ⅲ ～ 19t水準で有意

【母親の状態等編】結果(母子・世帯)①
世帯児童数別―世帯あたリケア時間/日

0人

n=1

1人

nt47

2人

n=43

3人

n■15

4りに

rl=6

5人      6人 以上

。・ 1.       n=0

★ :基準IL

・子どもの数が多くなるにつれて、一世帯あたリケア時間が長くなつている。
※子どもの数が「3人」及び「5人」の方が、「2人」に比べ、一世帯あたリケア時間が長くなっている(10%
水準で有意傾向)。

※子どもの数が「1人」の方が、「2人」に比べ、一世帯あたリケア時間が短くなつている(596水準で有意)

* ～ 10%水準で有意傾向

(母子生活支援施設 )

■Ⅲ ～ 5%水準で有意
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【母親の状態等編】結果(母子・世帯)②
母親の年齢階層別一世帯あたリケア時間/日

(母子生活支援施設)
′単位:分

142 127 JJ:
102

40

19餞以下   20-24良    25‐ 21魚   30～ 34n  35～ 30載   40-44彙   45～ 40菫魚  50n以上

n● l       n=8       n=25      ●■29      n=23      n=18       n=O       n=2

★:基準位

・母親の年齢が、「20～ 24歳」が最も一世帯あたリケア時間が長くなつている。

※母親の年齢が「20～ 24歳 Jの方が、「30ん 34歳」に比べ、一世帯あたリケア時間が長くなっている(5%水準

で有意)。

ⅢⅢ ～ 5%水準で有意

【母親の状態等編】結果(母子・世帯)③
主たる入所理由別―世帯あたリケア時間/日

(母子生活支援施設 )
麟 待
`会

338

二 鰈 96 二   貶 理
夫などからの  児菫膚締
●カ

軸̈　　ｎ〓０
¨̈　　̈
枷̈枷　“ ★ :基準値

。主たる入所理由については、「児童虐待」が一世帯あたリケア時間が最も長くなっている。

※「児童虐待」の方が、「夫などからの暴力」に比べ、一世帯あたリケア時間が長くなっている(1%水準で

有意).

Ⅲサキ ～ 1%水準で有意
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【母親の状態等編】結果(母子・世帯)④
母親の就業状況別一世帯あたリケア時間/日

(母子生活支援施設)

表P64

率■主

n=0

常用■労雪

n=16

未軌拿

n=29

口崎・日鷹い。   その蹴 葉
パート

n=67         n=1

不明

n=0

★:基準値

・母親の就業状況が、「就業」の方が、=世帯あたリケア時間が短くなっている。
※母親の就業状況が「臨時。日雇い・バート」の方が、「未就業Jに比べ、一世帯あたリケア時間が短くなって
いる(1%水準て有意)。

※母親の就業状況が「常用助労者」の方が、「未就薬」に比べ、一世帯あたリケア時間が短くなっている
(10%水準で有意傾向)。

ⅢⅢⅢ γ l%水準で有意  Ⅲ … lo%水準で有な傾向

【母親の状態等編】結果(母子・世帯)⑤

情緒・行動上の特徴 (母親)のレベル別
一世帯あたリケア時間/日 (丹子生活支援施設)単位:分

含t111点
lSOよ り下

n=32

*ヤ * -1%水準で有意  Ⅲ十 ～ 5%水準で有量

含‖ll点
lSDよ り上

n=20  
★:墓率値

・母親の情緒・行動上の問題が多いほど、一世帯あたりのケア時間が長くなっている。
※母親の情結・行動上の特徴の合計得点が、「lsDより上」の方が、「lSDの範囲内」に比べ、二世帯
あたリケア時間が長くなっている(1%水準で有意)。
※母親の情緒・行動上の特徴の合計得点が、「lsDより下Jの方が、「lsDの範囲内」に比べ、一世帯
あたリケア時間が短くなっている(5%水準で有意).

鋼̈
ｍ測

がlSOより下  ～標準より情綺・
がlSDの範囲内 ～ 標準範囲
がlSOよ り上  ～ 標I●より情綺・1テ勁上の問題が多い
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【母親の状態等編】結果(母子・世帯)⑥

情緒口行動上の特徴 (母子関係)のレベル別
一世帯あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)単位:分

棚

¨

　

画

合

” 椰̈
町耐
錦̈
　耐 ★:薔率住

・母子関係の情緒・行動上の問題が多い方が、一世帯あたりのケア時間が長くなっている。

※母子関係についての、情緒・行動上の特徴の合針得点が、「lSDより上」の方が「lSDの範囲内」に

比べ、一世帯あたリケア時間が長くなっているく1%水準で有意).

ⅢⅢ Ⅲ ～ 1%水準て有意

iSDより下  ～ 標準より情籠・行動上の問題が少ない
iSDの範囲内 ― 梅率範囲
が,SDよ り上  ～ 標準より情籍・行動上の問題が多い

【母親の状態等編】結果(母子・世帯)⑦              表P67
ケアニーズの充足状況に関する評価別

一世帯あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)
単位 :分  :

充足されて          ほとんど           あまり           充足されて
いる           発離 れて         充足されて           いない

いる             いない
。=20                  ..64                 n=26                 o=2

ギ:基準値

・ケアニーズ充足度が低いほど、一世帯あたリケア時間が長くなっている.

※ケアニーズが「充足されていない」の方が、「充足されている」に比べ、一世帯あたリケア時間が長くなつて

いる(10%水準で有意傾向).

中 ～ 10%水準で有意傾向

当誠児■のケアニーズがどの程度充足されているのかに

てヽ、現状の積員数、施tt状況等といつたサービス提供

もヽのと仮定して、施設職員が押価するもの

120
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【子ども状態等編】結果(母子・児童)①

9彙-12n 12彙 -15蔵 15蔵～18n 18黛 以上
未満    朱鶴   楽躊

n=38     n=16    n=10     n=2

★ :基準値

。「 6か月未満」が、他の年齢層に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている。
※「6か月未満」の方が、「9歳～12歳未満Jに比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなつている(1%水準で
有意).

※「2歳～3歳未満Jの方が、「9歳～12歳未満」に比べ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている(10%水準
で有意傾向).

*Ⅲ Ⅲ ～ 1%水準で有意 Ⅲ ～ 1096水準で有意傾向

向霜　融
ｍＭ　南
螂箱　咸
い綿　岬
ｎｉ・２納　面

一
着制麟　南

嚇霜　直

子どもの年齢別子ども一人あたリケア時間/日
(母子生活支援施設)

【子ども状態等編】結果(母子・児童)②

親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さの状況別
子ども一人あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)

単位 :分

口の要■に50するInJ
及び保lE者対応の目

~

離き0状況の項目に
■りが2つ以下

n■ 171

瞑の■■に||する問題
及び保眠■

"応
の日

■きの状況の項目に
有りが3つ以上

n=35 ★:基準値

・親の養育に関する問題及び保護者対応の困難さがある方が、子ども一人あたリケア時間が
長くなつている。
※「親の養育に関する問題及び保護者対応の困難きの状況の項目に有りが3つ以上Jの方が、「親の養育
に関する問題及び保置者対応の困難きの状況の項目に有りが2つ以下」に比べ、子ども一人あたリケア
時間が長くなっている(10%水準で有意傾向)。

* ～ 10%水準て有意傾向
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【子ども状態等編】結果(母子・児童)③
身体、発育の状態別(体重)子ども一人あたり
ケア時間/日 (母子生活支援施設)※就学前児童のみ

単位 :分

42

28
1

3パーセンタイル    3-10    ,  10-25      25-75       75-00   00′ C― tンタイル
未満     バーセンタイル   ′ヽ一センタイル   ′|―tンタイル    ′く―センタイル     以上

未満       未膚       朱着        朱鵬
n=2     nイ       n=15     o42      n=17      o=9  

★:薔準餞

※体重が、「75～ 90パーセンタイル以上(やや多い)」の方が、「25～ 75パーセンタイル(標準範囲)」に比べ、

子ども一人あたリケア時間が短くなつている(10%水準で有意傾向).

Ⅲ … 10%水準で有意傾向

◆乳幼児身体発盲曲線による分類

(体■)           
・

ンく―センタイル未満   ～ かなり少ない
3～ loパ‐センタイル未満 ～ とても少ない
10～ 25′ t― tンタイルネ滴 ～ やや少ない
25‐ 75パーセンタイル未満 ～ 標準範囲
75～ 90パーセンタイル未満 ― やや多い
00パーセンタイル以上   ～ とても多い

【子ども状態等編】結果(母子・児童)④
知能指数又は発達指数別

子ども一人あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)
単位 :分

70-71          50～ 00           50未 満
(正常籠口)         (境 界敏)          に 度)          (中 貫慶)

★ :基準値

・知能指数又は発達指数が「70～79(境界域)Jの方が、子ども一人あたリケア時間が長く
なっている。

※知能指数又は発達指数が「70～ 79(境界域)Jの方が、「80以上(正常範囲)」に比べ、子ども一人あたリ

ケ7時間が長くなつている(10%水準で有意傾向).

+ ～ 1096水 準で有意傾向     '
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【子ども状態等編】結果(母子・児童)⑤

情緒・行動上の特徴(児童)のレベル別子ども一人あたり
ケア時間/日 (就学後児童)(母子生活車援施設)単注:分

¨̈　市

合計得点が

籠国内

n=27

合針ll点が
lSDよ り上

n=13   
★:基準位

・児童の情緒・行動上の問題が多いほど、子ども一人あたリケア時間が長くなっている。
※情緒・行動上の特徴(児童)の合計得点が、「lsDより上Jの方力|、「lSDの範囲内Jに比べ、子ども
一人あたリケア時間が長くなっている(5%水準で有意)。
※1青緒・行動上の特徴(児童)の合針得点が、「lsDより下」の方が、「lSDの範囲内」に比べ、子ども
一人あたリケア時間が短くなっている(10%水準で有憲傾向)。

*■  ～ 596水準で有な 中 ～ 10%水準で有意傾向
が:SDより下  ～標準より慣緒・行動上の問題が少なしモ
範囲内 ～ 編率範囲
り上  ～ 標準より11縮・1テ勁上の問題が多い

表P77【子
篤il抒雪譲覗審六尋晨曜}R子ども一人あたリケア時間/日

(母子生活支援施設 )

n=105

★:基準ta

※被慮待体験「有り」の方が、「無し」に比べ、子ども一人あたリケア時間が短くなっている(1%水準で有な)。

単位:分

ⅢⅢ Ⅲ ～ 1%水準で有意
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【子ども状態等編】結果(母子・児童)⑦

家族への支援(児童)の有無別子ども一人あたり
ケア時間/日 (母子生活支援施設)

表P78

n=144                              o=35

★:基準値

※家族への支援「有り」の方が、「無しJに比べ、子ども一人あたリケア時間が短くなつている (1%水準で

有意 )。

十■ ■ -196水 準て有意
当麟

【子ども状態等編】結果(母子・児童)③

「養育問題のある子どもの行動チェックリスト(就学前児童)」の

評価レベル別子ども一人あたリケア時間/日 (母子生活支援施設)

'単位 :分

正常最             境界壌             介入城

n=73                   n=6                    n=15

★ :基準値

。「養育問題のある子どもの行動チェックリスト」の評価が「境界域 (できるだけ特別なケア

が必要)」が、子ども一人あたリケア時間が最も長くなっている。

※「境界域Jの方が、「正常域」に比ぺ、子ども一人あたリケア時間が長くなっている(10%水準で有意

傾向)。

* -10%水 準て有意傾向

境界域 ― できるだけ1寺別なケアが必要
介入域 ～ 特別なケアが必要

-26-



【施設環境編
稲肇匙別男J子ごも一人あたリケア時FH1/日

単位:分

334

233

６

Ｆ

‥‥
ｒ
．・．・
・．●・●・
・●
‥‥

‥‥

・．

２

『卜
．‥‥
‥‥
・．≒
‥‥
‥‥
‥‥

ギL児院       児童養護施設     備緒障害児短期   児童自立支援施設
治療施設

n=56                 n=374                   n=38                  n=22

・施設種別別による子ども一人あたリケア時間は、乳児院が最も多く、次いて情緒障害児短期
治療施設、児童自事支援施設、児童養護施設の順に長くなっている。

【施設環境編】結果②

施設種別別業務分類別(大分類)
子ども一人あたリケア時間/日

38P   螢撃
=ず
量  [巌等の   全霞

・退所
  曽翌蔓騒1・   需景」晨  壼舞賞雲と  働お5肥:

ン                                    の|1係    婁務

乳鬼腕(n856)
児童贅観饉性(●・ 374)

情絡障害児短期治薇施設(n・33)
見菫自立支ll施設(■・ 221

翠 箋磯電;舞 離 務1霞魔 頃亀「
童に直接関わらない業務」時 の回りの世話」が

・

殿 雅 蠍 鑑 戴 凛 T近
珈 uよ 乳児院が最も長C次いで壁 艶 支援

・「児童
異長錨彗
わら
ぉ描育賛返 増 管F冒

児短期治療施設が最も長く次ルて乳児際
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【施設環境編】結果③
施設種別別時間帯別子ども一人あたリケア時間

単位 :分

・各施設種別で子ども一人あたリケア時間が最も長くなつている時間帯は、乳児院と児童自立

支援施設ては「12時～15時 J、児童養護施設と情緒障害児短期治療施設では「15時～18時 J、
となつている。
・乳児院ではご他の施設種男1ではケア時間がほとんどない時間帯(「0時～3時 J、「3時～6時J)
においても一人あたリケア時間が20分程度ある.

FE
_E

_E
Ｅ
Ｌ
摯
Ｆ

口   _

6時 ‐9■   9時 -12時  12崎 -15鱒   15時 -13時  18時～21時   21時 -24腑   ●崎～3■    3時 -6時

【施設環境編】結果④     .
施設種別別時間帯別実配置職員数

o.5

o.4

0.3

0.2

0.1

0

6靖～9時   9時 ～12崎   12時■15崎  15時 -10時  10時 ～21時   21時 -24"  0時 -3時

実配置le員数

休僣鱒間や

を用いた(■ ll

「 L児腕(n・ 53)
児童贅IItttt(n瑯 374)

腰署:類盤驚義
い0

・各施設種別で実配置職員数が最も多くなっている時間帯は、児童養護施設以外全ての

施設種別で「12時～15時」が最も多く、児童養護施設では、「15時～
18時」が最も多く

なつている。
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【施設環境編】結果⑤
ケア形態別子ども一人あたリケア時間/日

(児童養護施設)

国 大舎

□  小舎・小規模

n=113

※職員配置の手厚い施設における比較

。「小舎・′卜規模」が189分、「大舎」が142分となっており、子ども一人あたり47分のケア時間の
差が見られる.

単位:分

り琴翻殖勇配 分類別 (大分類)子ども一人あたリケア時間/日
(児童養護施設 )

入所・遭所
支饉

・業務分類でみると、「身の回りの世話」、「愛着・コミュニケーションJ、「指導。相談、自立支援J
「家族や施設外資源との関係」、「児童に直接関わらない業務」において、「小舎・′jヽ規模」の
方が、「大舎」よリケア時間が長くなつている。

直
強
に
わ

務

菫

関

な

児

績

い

■

■

や

贅

係

餞

外

閲

家

設

の

薇・Ｅ

精

健

葉

保
的租朗

諄

立

ｉｔ

自
身の回り    云着・コミュ
の世鮨     ニケーショ

国 大舎

□ 小合・1ヽ規模

行平等の
世露
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今後の分析のポイント(素案)
ふ 施設類型の見直しに関連するデータの分析

瀧肇橿勧::多言:農鱗墨[為琴ッ譜熙 )

ふ
剃 酢蜜Zリツ懇麓尊鷺闇鰍 凝2ギ葛熙弊Y電力いブインピュ

み
瑠舞:繁瀑鰯量ら毘 ilЪり )

輩馳 おf哩雷記こ見懲葛?タリЪ提爆ケア内容の分赫討

■:勢躍堤警   ダ進爵輩棚 筋  ,
↓i氣鬱毒娑電子瓢 者否だぢ厨議雰癖との棚

等

今後考えられるクロス集計・分析 (素案 )

↓ 施設類型の見直しに関連するデータの分析

堆菫橿]i曇露翻   Fけ
'割

合の違い

・
:i::::il'ilま

)「し
蓬堀書硼 曝瑚
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‐
ω
一
―

児童養護施設
(小舎 )

児童養護施設
(大舎・中舎 )

乳児院 情緒障害児短期治療施設 母子生活支援施設

当該施設に入所
していることが不
適切と考えられ
る児童 (世帯)

略
勧

知闘障著
発達障害

身辺自立ができていない

・知 円 障 晉

・発達障害 (広汎性発達障害や
ADHD)のため、多動性や衝動
性、攻撃性が高い

・脳性マヒ ～ コ1練が必要 ・知 円障著 ・母親が知的障害で、子どもも
知的障害 (母子分離が必要 )

疾 患
嗜 響科右僚か必景 t薇雇行に
よるトラウマ、精神疾患等 )

・布習科沿療が必長 (薇層待に
よるトラウマ、精神疾患等 )

・重度の神経疾忌 ～ 医療ケ
アが必要

・里度 の精 習狭 思 t統貧 矢調症

問題行動・

状態

暴 力 (他署行為 ) ・,Fr子
・他児への影響が大きい場合
(性暴力、暴力、無断外出、高年
齢での入所 等 )

最もケア時間が
長いと考えられ
る児童 (世帯)

障害・

能力

。身辺目立度が低い
。学習指導が必要

発達障害 (学習障害 )
発達の遅れ
身辺自立度が低い

。反応性堂看障署
・発達障害 (広汎性発達障害や
ADHD)

・母親の尿事能力や育児能力が

低い

年齢・

入所期間

。人所期間が短い(入所後間も
ない)

。年齢 (幼児 )
。入所期間が短い(入所後間も
ない )

・ハFJT期間かたい 人ヽ所後間も
ない)
。年齢 (幼児 )

疾 患
啜 物票腹症候群 (母体の栗物
使用 )

問題行動・

状態

トラフルをよくおこす
子どもの愛着要求が強い
対応困難な保護者への対応

トラフルをよくおこす
子どもの愛着要求が強い
夜尿がある
虚言 (関わりを求めて)

哺 績自か責疋していない (激し

くぐずる、泣く)
・薇雇待
・退所に向けての準備をしてい

た (自立訓練 )

・母親のス族関係の調壼やTE談
が必要
・母親の人間関係のトラブルが
多い

最もケア時間が
短いと考えられ
る児童 (世帯)

能 力
・身辺 目立している ・身辺目立している

年齢。

入所期間

。年齢 (中高生等 )
・入所期間が長く、生活能力が
ついている

・年齢 (中高生等 )
・入所期間が長く、生活能力が
ついている

。新生児 (1か月) 。年齢 (中高生等 ) ・入所期間が長い
。入所期間が短い (職員の関わ
りを求めない)

母親の就労状態が良い
自立の準備ができている

.

詳
”
番
灘
器
颯
ョ腑

状態

・コミュニケーションを求めない、
苦手

穏やかで手がかからない ・部屋で自分の好きなことをした
がる

在園時間
・在園時間が短い (部活、許可
外泊、一時保護 等)

・覆園時間が短い(郡活、日立

訓練棟で生活 )

・在園時間が短い (自動車学
校、許可外泊)

その他

・他の児重にケアの時間をとら
れる

グループインタビューにおける主な意見

∞
回
詳
ゆ
蒲
再
喘
酬
”
コ
冊
彗
”

”
番
灘
器
颯
ョ
鼎
脚
ゆ
渤
鵬
踏
章

国

日

日
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第8回社会保障審議会児童部会
社会的養護専門委員会提出資料

参考資料 1-1

:「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」

ア セ 1ス メ ン
(母 子生活支援施設以外

卜調 査 票
。就学前児童用 )

<ご回答の方法>
1.ご記入に先立ち、説明資料「アセスメント票の記入要領 【就学前児童用】」
を必ずお読み下さい。

2.本調査票には、 2日間タイムスタディ調査の対象となったユニット等に所
属する就学前の児童全員の状態をご記入下さい。

3.「施設 ID(英数字 5桁 )」 及び「児童 ID(数字2桁 )」 は、調査対象児童
一覧表に基づいてご記入下さい。

4.不明点などにつきましては下記のコールセンターで受け付けております。
お気軽におFo5い含わせ下さいますようお願い致します。

5。 回答が終わりましたら記載内容をご確認の上、貴施設で設定されたスヶジ
ュールに合わせて調査事務局までご返送下さい。

【コニリレセンタニ】

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」調査事務局
(みずほ情報総研)
T巨 L:0120-701-181(受 付B寺間 :98寺 30分～ 178寺 OO分 )
FA× :03-5281-5443
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アセスメント票 (就学前児童用)

1.男

1.1回 (初回)2.2回 目 3.3回 目 4.4回 目 5.5回 日以上 6.不明

1.乳児院    2.児 童養護施設  3.情緒障害児短期治療施設
(4.児童自立支援施設)  5.母 子生活支援施設    6.里 親

7.上記以外の児童福祉施設(     ): ° そ
 )の
 他

1.有 り 2.無し               3.不 明

1.父の死亡         2.母 の死亡       3.父 の行方不明    4.母 の行方不明
5.父母の離婚         6.両 親の未婚      7.父 母の不和     8.父 の拘禁
9.母の拘禁          10.父 の入院      ‖.母の入院      12.家 族の疾病の付添い
13.次子出産         14.父 の就労      15.母 の就労      16.父 の精神障害等
17:母の精神障害等      18.父 の放任・怠だ    19.母 の放任・怠だ    20。 父の虐待・酷使
21.母の虐待・酷使       22.棄 児        23.養 育拒否      24.破 産等の経済的理由
25.児童の問題による監護困難  26.その他 (                ) 27.不 詳

1.良好       2.や や問題あり   3.問 題あり     4.判 断困難     5.通 園していない

3.その他 (
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1.家庭復帰の見込み有り

3.家庭復帰困難又は見込み無し

2.当面の家庭復帰の見込みはないが、復帰に向け調整中

4:判断困難 5.親 (主たる保護者)がいない

lか用こ昌 )則ま1銅こ昌
1か刷F昌 :Iス墜1年 呂 )有りの場合の頻度

1銅こ 呂

年    月 頃

1.退所予定有り

1.保護者宅  2.親威宅  3.里親宅  4.知人・友人宅
5.乳児院  6.児童養護施設  ｀7.情緒障害児短期治療施設
8.児童自立支援施設      9.‐ 母子生活支援施設
10.他の児童福祉施設 (             )
11.医療機関    12.その他 (

2.退所予定無し

1.実父    2.実 母    3.養 (継)父  4,養 (継 )母  5.祖 父   6.担 母

フ.兄弟姉妹  8.義 兄弟姉妹  0・ 伯 (叔)父  10.伯 (叔 )母  11.里親

12,その他 (               )

2.いない     2.い ない =「 lII.対象児童の状態」にお進みください(問 11はとばしてください)。

人格障害傾向 1.有り 2.無し 3.判断困難 ※¨ 診断や疑いが馬 れる場合等.

※肺 傾向が1週間以上続いてい機 。

※飲酒こより伸事や家簿助くできないことがある辮 。

※廂氣覚囲年1シンナー、軸 鎮痛剤等の

_畳堕壁墜盤_=__   ____ _・・ ―………‐‐・―一̈
※かわいいと勝習ょい、受容G割コ 、ヽ無静蒔

抑うつ傾向 1.有り 2.無し 3.判断困難

7 )t r-)vrtLm.f&F 1.有り 2.無し 3.判断困難

薬物乱用・依存 1.有り 2.無し 3.判断困難

子どもへの愛着形成の困難 1.有 り 2.無し 3.判断困難

不安傾向 1.有り 2,無し 3.判断困難

パニック障害 1.有り 2.無し 3.判断困難

統合失調症の疑い 1.有り 2.無 し 3,判断困難

知的障害 1.有り 2.無し 3.判断困難

施設の指導に従わない 1.有り 2.無し 3.判断困難

クレームが多い 1.有 り 2.無し 3.判断困難

長時間の電話や頻回の来園

(クレーム以外の相談等)
1.有り 2.無し 3.判断困難
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出生時体重 ( )グラム 2.不明

在胎週数 36週以前の早期での出産 1.1まい ( )週 ( )日 2.いいえ 3.不明

修正年齢 ※乳児期のみ (    )歳  ( )ケ月

出産後の問題
1.有り

鐵馳幽幽熙蜘醐轍灘騰瓢闇】靱 鬱麟サ霧
1.保育器の使用       2.2週 間以上の入院
3.発育不全        4.先 天性の異常

5。 その他 (           .  )
2.無し

疾患および障害関連の問題
1.有り (疾患および障害名 :

2.無 し

)

哺早ι・離乳食等の形態
1.ミルクのみ

3.離乳食は完了した(幼児食 )

2.ミルクに加え離乳食を開始している

1.小食   2.過 食   3.拒食   4.異食   5.偏食
6.食事に時間がかかる

3.判断困難

粗大運動に 0,判断困難   1.疑い無し   2.やや疑い有り   3.疑い有り   4.遅れ有り
微細運動に 0,判断困難   1.疑い無し   2.やや疑い有り   3.疑い有り   4.遅れ有り
言語的発達に 0.判断困難  111疑 い無し   2.や や疑い有り   3.疑 い有り   4.遅 れ有り
社会的発達に 0.判断困難   1.疑い無し   2.やや疑い有り   3.疑い有り   4.遅れ有・り

1.年齢以上 5.判断困難
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検査年月日(最新 ) 西暦_年 ____月 ____日

知能指数(lQ)

発達指数(DQ)

検査の種類

(上記の検査種類)

1.WISc― 皿知能検査    2.田 中ビネー知能検査    3.新 版K式発達検査
4.津森・稲毛乳幼児精神発達検査 5.遠城寺式乳幼児分析的発達検査法

6.=その他 _(_______二 _____‐―――    ) 一

0.評価対
象界

1:疑い無し 2.やや疑
い有り

3.疑い有り 一
ヽ

リ枷麟
５．判断麟

1.自 開的傾向

(人に対して反応しない鳴視線が合わない等)
0 1 3 5

2.養育者との関係性
(なつかない、過度の反抗、養育者への暴力等)

0 1 2 3 4

3.注意欠陥・多動傾向
'(落ち着かない、過度の注意散漫等)

0 1 2 4

4.反社会的行動傾向
(いじめ、過度なけんが、嘘、性的問題、窃盗等)

0 1 2 3 4

5.抑うつ傾向
(継続的な落ち込み、食欲不振、自殺念慮等)

0 1 3 4

6.学習障害傾向
(特異的な読み書き。計算の問題)

0 1 2 4

7.自傷行為

(抜毛、頭打、リストカット、自殺未遂等)
0 1 2 4

8.集団不適応
(不登校、学校等でのいじめられ、孤立、反抗等)

0 1 4

9,排泄問題
(夜尿、遺糞など)

0 1 2 4

10.摂食障害傾向

(拒食、過食、異食など)
0 [ 2 4

11.睡眠問題
(不眠、過眠など)

0 1 2 4

12.言語能力の発達遅延・障害 0 1 2 4

13.知的障害 0 1 2 3

14.施設内における他児へのいじめ 0 1 2 3

15.施設内における他児からのいじめ 0 1 2 3
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1.無し

※記入要領参照 (過去 1年当たり)

1.有り   2.無し

1.有り    2.無 し

1.有り   2.無し

1.有り 2.無し 3.不明

1.確定診断有り

2.疑い有り

1.確定診断有り 2.疑い有り

1.確定診断有り

その他の精神障害 1.確定診断有り

※嚇 愕 障誤向触蟻出舞憲発目錦懸運
岬 臨 コヨ物

…

晦轟薄

※注意欠陥・多動悩障害、行湘障害、岬 卸踏諄

力 Lヽッ外颯象全郎離野下雲涸競曇引銘自性拇控繁外僣臓ストレ
ス障嵯R涸噺離郎颯餞飾 安濶警累蹴 1生震発榊幹象
解離出暉議転換粗障螢その1-

※わ つ病性障害1気分変到J著禁疇

※摂劇囀象棚四磨、選剛朧恭

―

、性
障害及び性同一障害、睡眠障害、人相障害、統合失
鉱 その{也の精神障害

身体障害者手帳 1.1級 2.2級 3.3～ 6級
4.未判定
(申請中)

5.無し

療育手帳(知的障害者福祉手帳) 1.重度 2.中度 3.軽度
4.未判定
(申請中)

5.無し

精神障害者保健福祉手帳 1.1級 2.2級 3.3～ 6級
4.未判定
(申請中)

5.無し

白治湘こよって異なりますが、ここでは所捕している場自二は「コ欧象中度、 る場
合は「J陸ヨに含めてください。
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たま

無い  に有  有る
る

年齢

よく  的に
有る  不可

能

ある特定の状況で、急に激しく泣くなど、表情や態度が
変化することがある

些細なことでびくびくして不安そうにする

急に泣き出して止まらなくなる

普通以上に怖がる特定の人や物や場面がある

夜泣きが激しい

感情の起伏が激しい

ひとりで遊んでいることが多い

以後の設間において、お子さんにとつて特別な存在である大人(担当職員やその他職員)のことを「特別な大人」と称

します。もしそのような「特別な大人」がいない場合にはこ担当職員を対象としてお答えください。

鎌螂 。昔罵崎織

'動

癬螺ヽ C覇 樹が見岬 需颯1・)絆葛可T下甘 Fi漕謙欄 hil111■二十 L

鼻いちF有る著:馨
表情が乏しι

)

大入と関わろうとしない

lo 「特別な大入」に対していい子ぶる、外面がいい

11  生き生きとしている

12 友達と仲良く遊ぶ

13  慰められてもなかなか気持ちが落ち着かない

14  ちよつとしたことで怖がつて自由に遊ばない

15 質『
1な大入」に抱かれていても、遠くをボーつと見下

16  突然固まつて、ぼ一っとした表情をする

嫌なことがあつたとき、怖い時、痛みを感じたときに、

固まってしまったり、凍り付いてしまう

18  いつもいらいらしている
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喘
雌
利
能

く

る

ょ

有
る有嫌臨

る
無

19  遊びに集中できない

悲しそうにしている

211 笑顔が少ない

凍りついた日あるいはうつろな目をしている 1. 4

23  大人がいても自分で危険な行動をとる

無 い

たま

に有

る

:it,Iた lililrlヵ lllllI111

1「歯令

有る  書1  撃醤
有ヒ

人のものをとつたりする

25 ぐずることが多い

床や壁に自分の頭を打ち付けることがある

すぐに激しい泣き方になる

11「■おデさんに以下のような醐 ボ莫搬 が?年齢的1義却書峠嚢劇1場職われる事柄にづ山ては
'ス

」|とボ答れくださいJ

年齢

よく  的に
有る  不可

育ヒ

たま    .
無い  に有  有る

る

ある特定の状況で、急に激しく泣くなど、表情や態度が
変化することがある
ある特定の状況で:こちらとかかわらなくなってボーっ
としていることがある

2       3

急に泣き出して止まらなくなる

親が「出来ていた」と言うことでも出来なくなっているこ

とがある              :
寝つきが悪い

周囲に対して攻撃的である

以後の設間において、お子さんにとって特別な存在である大人(担当職員やその他職員)のことを「特別な大人」と称
します。もしそのような「特別な大人」がいない場合には、担当職員を対象としてお答えください。

無い
く

る

ょ

有
る有

雄
賄
る

∵
ｒ

齢

に

可

し

■
，

年

的

不

育

表情が乏しい
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齢

に

可

ヒ

年

的

不

有

く

る

ょ

有
る有

雄
隋
群

無

嫌なことがあつたとき、怖い時、痛みを感じたときに、
「特別な大人」に近づいて慰めを求めようとせず、固ま
ってしまう

「特別な大人」に対していい子ぶる、外面がいい

10  危ないことを平気でする

‖
~ 
表情が明るい

~「
 
‐~~「

「特別な大人」の言うことを素直に聞く

慰められてもなかなか気持ちが落ち着かない

すぐに「特別な大人」に頼る

依存心が強い

大人に気に入られようと可愛い子ぷる ・

誰にでもべたべたしてくる

ちょつとしたことで怖がつて自由に遊ばない

「特別な大人Jこ抱かれていても、遠くをボーつと見てい

る

突然固まつて、ぼ一っとした表情をする

嫌なことがあつたとき、怖い時、痛みを感じたときに、固

まつてしまつたり、凍り付いてしまう

「特別な大人Jを困らせるような行動を多くとる

過度に警戒している

常に緊:長している

いつもいらいらしている

遊びに集中できない

27 悲しそうにしている

笑顔が少ない

年齢不相応に動きが少ない

凍りついた日あるいはうつろな目をしている

目をあわせて笑いあうことが少ない

32  自分から甘えてくることが少ない 1

甘え方が下手である

次々に別の大人を求める

視線を合わせることが少ない

ちょつとしたことで固まってしまう

「特別な大人」を求めてくるがすぐに他に向かう

「特別な大人」を求めていながら、ちょっとした事で避け

てしまう
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喘
離
利
能

く

る

ょ

有
る有嫌臨

る
盤
¨

ひとりの大人と集中して遊べない

特定の大人との強いかかわりができない

有る

:1111■ :・・
備
雌
利
能

・■
ｔ爆．　
К
桃

雄
賄
る

毎
小

人のものをとつたりする

友達と仲良(遊ぶ

気分や感情が急に変わる

ミルクや食事の量や速度にムラがある

活動が激しい時と遅い(おとなしい)時があり、一定しな

い            .

興奮するととめることが出来ない

47 気に入らないと通常以上に激しく泣く

泣き出すとなかなか止まらない 2

ぐずることが多い

かんじゃくが多い

かっとなると暴力的になる

一つの行動から他の行動への切り替えがうまくいかな
い

大きな音を怖がる

大きな声で話す傾向がある

注射などを極端に嫌がる

転びやすい

不安定な場所を好む

ボール投げが年齢相応に出来ない

危険を顧みず、高いところに上ったり、飛び降りたり
する

すぐに激しい泣き方になる

よくけんかをする
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他人をもののように扱う

その場にあったことと表情が一致していない

友だちにやさしい

ルールが守れない



輸
雌
和
能

く

る

．
ょ

有
る有

難
隋
る

無

友だちに暴力を振るう

人のものをとつて自分のテリトリーにためておく

小さい子に暴力を振るう

大人の言うことにことごとく反抗する

他の子をいじめる

力の強い子に支配されやすい

72  想像力が豊かである

力の強い人と弱い人に対する態度が全く違う

74  年齢不相応に性的な言葉を発する

汚い言葉を多用する

ものの扱いが乱雑である

非常に衝動的な行動をする

78  ストーリーのある遊びができる

集中力がない

遊びが次々に変わる

81  ままごとを楽しくできる

※問26で2または1を選択した場合にのみお答えください。

1.身の回りのケア                  2.愛 着形成、コミュニケーション

3:学習支援一――・ ―____ _― ―一一 一一 ^-4r個別指導・面接 …̈…一一…… …… ……一二――___「

5.専門的な心理ケア                 6.専 門的な医療ケア

フ.自立支援に関するケア(就労、進学、自活等)    8.家 族再統合に向けてのケアやファミリーソーシャルワーク
9,関係機関との連携                10。 その他 (.                  )
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1::

1.ほとんど

いつも

(5～ 7日 /週 )

2_ときどき

(2～4日 /週 )

3.まれ

(1日 /週か

それ以下)

4.無い又は

年齢的に当て

はまらない

5.不 明

寝る時刻になっても寝床に入るのを嫌がる □ □ □ □ □

一人で寝るのを嫌がる □ □ □ □ □

暗い部屋で寝るのを怖がる □ □ □ □ □

からだや頭を、揺すつたり、リズミカルに動きながら

寝つく(夕1:ベッドに頭をぶつけるなど)

[具体的な記入:            ]
ロ □ □ □ □

寝つくのに特別な物品、もしくは儀式が必要である

(例 :特別な人形や毛布、指しゃぶりなど)

[具体的に記入:            ]
ロ □ □ □ □

2

1.ほとんど
いつも
(5～ 7日′週)

2.ときどき

(2～4日 /退 )

3.まれ

(1日 /週か

それ以下)

4.無い又は

年齢的に当て

はまらない

5.不明

寝言を言う □ □ □ □ □

おねしよをする □ □ □ □ □

夜泣きをする □ ロ □ □ □

眠ったまま落ち着きなく体がよく動く □ □ □ □ □

眠ったまま歩きだす、行動をする □ □ □ □ □

歯ぎしりをする □ □ □ □ □

眠つている間に体の一部がピクつく □ □ □ □ □

大きないびきをかく □ □ □ □ □

眠っている間に子供の息が止まっているように見える □ □ □ □ □

眠つている間に子供の息が詰まりかけたり、息が荒くな

る
□ □ □ □ □

夜中に目を覚ますと、水分か食物をとらないと再び寝つ

けない
□ □ □ □ □

夜中に叫び声を上げたり、汗をかいたり、慰めようもない

ほど泣きじゃくつて目を覚ます
□ □ □ □ □

怖い夢を見る □ □ □ □ □

1.ほとんど
いつも

(5～ 7日 /週 )

2.ときどき

(2～ 4日 /週 )

3.まれ

(1日 /週か

それ以下 )

4.無い又は

年齢的に当て

はまらない

5、 不明

目が覚めたとき機嫌がわるい □ □ □ □ □

寝床からなかなか起き出せない □ □ □ □ □

はっきり目が覚めるまでに時間がかかる □ □ ロ □ □

目覚める時刻が早過ぎる □ □ □ □ □

朝、食欲がない □ □ □ □ □
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1.ほとんど
いつも

(5～ 7日ノ週)

2.ときどき
(2～4Bノ週)

3.まれ

(1日 /週か

子れ以下ゝ

4.ない又は

年齢的に当て

はまらない

5.不明

とても眠そうにしている □ ロ □ □ □

活動(食事や遊びなど)している最中にも突然眠ってしま

つ
□ ロ □ □ □

げ`憾林に入る時刻がt■彗阜い白と違tく日で1時間3aが以鱗尽、ましたかご当て1まする方訓墜巌毒力してください。

□ はい      □ いいえ

区Iはいの場合 → 最大で(
□ 不明

)時間
.(

)分 違つた

九".i寝深に入ってからヾ寝わぐまでに、平均してどれだけ時間がハガヽりますか。:青 |::'…
l11琳勁嘲偏置II・

.`

(    )時 間 (    )分            □ 不明

● 1時間未満の場合には“(  )時間"の ところに “0'と記入してください。
0 例 :午後 8時 30分頃に寝床に入り午後 9時頃に寝つく場合 ―>0時 間30分 )

合計 (    )回                  □ 不明

● いったん寝ついた後から、朝しっかり起きるまでの途中の日覚め

"1ヽ

■の質囀蔚お答ネいただいた夜間0日覚めの合計時間1番をヽもいですかJ ll)..  :111111淋
=諄
「

合計 (    )時 間 (    )分         □ 不明
0 日を覚まさない場合には、『0時間 0分Jと記入してください

午前 ( )時 (  )分 □ 不明

● ではなく る時刻で

合計 ( )回 □‐不明

□ 不明

0 お昼寝をしない場合には、「0時間 0分Jと記入してください。

アセスメント票の設間は以上です。タイムスタディデータの分析等においてリト常に貴重な

資料となりますので各設間に記入漏れ、誤りがないか再度ご確認ください。
調査にご協力いただき誠にありがとうございました。
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